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     視察先：千葉県 習志野市、佐倉市 
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千葉県習志野市  NARASHINO 
人口：173,071人、面積：20.97㎢ 

 習志野市は千葉県の北西部に位置し、東京からほぼ

30キロメートル圏内にあります。東は千葉市、西は船

橋市、北は八千代市に接し、南は東京湾に面していま

す。海岸線は千葉港（東京湾）の一部を形成し、地形

は東西8.9キロメートル、南北6.2キロメートルで内陸

部の自然地形と平坦な埋立地からなっています。 

 古くは、騎兵連隊・鉄道連隊が置かれるなど軍都と

して発展してきましたが、現在、軍用地の跡は病院や

学校に建替えられ、軍隊の街から文教住宅都市へと生

まれ変わりました。臨海部は埋め立てられ袖ケ浦団地、

秋津団地などの大型団地が建設されるなど東京のベッ

トタウンとして発展しています。 

（習志野市ＨＰより引用）  



習志野市が進める公共施設マネジメント 
▶千葉県の北西部に位置し、東京都心から約３０Km圏。鉄道で約３０分。 

▶昭和２９年８月１日、県下１６番目の市として誕生。 

▶昭和４５年まちづくりの理念として、「文教住宅都市憲章」を制定し、
市民生活を最優先としたまちづくりを推進。 

▶この時期に、住宅団地開発や学校施設、公民館等、短期集中的に整備が
行われた箱モノが一斉に老朽化することから、その対策が急務とされた。 

▶公共施設再生計画（個別施設計画）の検討は平成17年の施設カルテ作成
等による庁内検討から開始。 

▶「公共施設マネジメント白書」の策定、第三者委員会の設置（有識者に
よる）、提言書の受理、「公共施設再生基本方針」の策定、「公共施設再
生計画」の策定、「公共施設等総合管理計画」の策定等を経て、現在に
至っている。 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



ステップ１、老朽化問題の顕在化から実態把握の実施 
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■平成15～16年度≪財政課≫ 

  ●庁内で公共施設老朽化問題がクローズアップ。 

  ●庁内横断的に「簡易的（試作）施設白書」を作成。 

■平成17年度≪行政改革担当≫ 

  ●第３次行政改革大綱に基づく実施計画において 

   「施設白書作成」及び「公共施設改善計画策定」を位置づけ。 

  ◆財政問題学習会の開催：財政健全化の必要性の住民への説明を開始 

■平成19年度≪財政課≫ 

  ●庁内横断的組織である「施設白書策定委員会」を設置。 

  ●先進事例の研究を実施し、公共施設白書の取りまとめに着手。 

平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



■平成20年度 ≪経営改革推進室≫ 

 ●公共施設の実態を網羅的に把握した「公共施設マネジメント白書」が 

  完成。建物情報のみならず、利用情報、コスト情報までとりまとめ、 

  わかりやすく見える化したことが全国で注目される。 

 ◆想定以上に公共施設の老朽化が進んでいることが明らかになった。 

 

 ◆経営改革推進室（エンジンルーム）の設置 

  財政課内に所属していた行革担当を独立させ、財政部内に経営改革推 

  進室を設置した。職員に改革の推進役であることを周知するために、 

  愛称として「エンジンルーム」と呼ぶことになった。 

  自治体経営の調査・研究や新公会計制度への対応など、幅広く全庁的 

  な課題に取り組むこととなった。 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



  老朽化対策を検討するために、 
       まずは、実態把握から！ 
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★白書を持参し、市民への説明を繰り返し行うことにより、総論賛 

成・各論反対への対処とした。 

★白書作成の際、担当課はマイナスデータを出し渋り、苦慮したが、 

財政上の観点から理解を得た。 

★白書策定においては、文科省や国交省も利用している「ファイン 

コラボレット研究所」をコンサルタントとしてサポートを得ている。 

 

 

平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



ステップ２、実態把握に基づく現状分析から 
                 対策案の検討へ 

 ■平成21～22年度 ≪経営改革推進室（エンジンルーム）≫ 

 ●白書から判明した老朽化の実態に対する、具体的な改善策の研究、検討の 

  ため、第三者機関「公共施設再生計画検討専門協議会」を設置。委員長にこ 

  の道の第一人者である東洋大学根本教授が就任。 

 ●平成23年3月に専門委員会から「提言書」が提出される。 

■平成23年度 ≪経営改革推進室（エンジンルーム）≫ 

 ●市議会に「公共施設調査特別委員会」が設置される。 

 ◆シンポジウムを開催：老朽化問題を広く住民、議員に周知する。 

 ◆まちづくり会議、市民カレッジ、出前講座で説明。 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



 ■平成24年度 ≪資産管理室：機構改革により新設≫ 

  ●5月に「公共施設再生計画基本方針」を策定。 

  ◆パブリックコメントを実施 

  ◆住民、公民館等の利用団体に対して説明会・意見交換会を実施 

  ◆広報紙へ10回にわたり連載 
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  実態把握の結果を分析し、 
    具体的な対策案の検討を 
  【対策に関する基本方針を決定】 
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公共施設再生計画基本方針のポイント 

公共施設再生計画基本方針の主な内容 

 ◆対策の3本柱 保有総量の圧縮、長寿命化、財源確保 

   ●施設重視から機能優先への発想の転換⇒複合化・多機能化の推進 

   ●計画的な維持保全による長寿命化 

   ●財源確保への取り組みの推進 

   ●インフラも含めた財政計画に基づく老朽化対策の推進 

   ●民間ノウハウを活用した官民連携（PPP/PFI）の推進  

   ●庁内推進体制の整備と公共施設マネジメント条例の制定 

   ●情報公開による問題意識の共有化 

   ●モデル事業の実施 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



ステップ３、公共施設再生計画基本方針を決定し、 
              公共施設再生計画の策定へ 

■平成24年度 ≪資産管理室：機構改革により新設≫ 

  ●「公共施設再生計画」策定作業に着手（平成26年3月完成） 

  ◆公共施設再生計画の素案について、市民説明会・意見交換会を開催。 

  ●教育委員会と合同で、「学校施設再生計画」策定作業に着手。 

■平成25年度 ≪資産管理室≫ 

  ◆第2回目の市民説明会・意見交換会を実施。 

  ◆モデル事業について、利用者・関係者を中心とする説明会を実施。 

  ◆シンポジウム、無作為抽出による市民アンケートを実施。 

  ◆「公共施設再生計画」の最終案についてパブリックコメントを行う。 

  ●「公共施設再生計画」を平成26年度からスタートする長期計画の重点プロ 

   ジェクトに位置づける。 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



目的を達成するための目標 

1.公共施設が適正に維持されること。 

2.公共施設の延床面積を削減し、再生整備に必要な事業費を30％圧縮する。 

3.ファシリティマネジメントを導入し、公共施設について事後保全から予防保全に 
転換し、長寿命化を図りライフサイクルコストを低減する。 

 

●公共施設再生の取り組みは、公共施設の統廃合が目的ではない。 

●目的は、人口減少社会の中で、持続可能な都市経営を実現し、将来世代に負
担を先送りすることなく、時代の変化に適合した公共サービスを継続的に提供す
ること。 

●目的の達成するために、サービスを提供するための「器」である公共施設を適
正に維持していくことを目標としている。 
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千葉県佐倉市  SAKURA 
人口：176,059人、面積：103.69㎢ 

 佐倉市は、千葉県北部、下総台地の中央部に位置し、

都心から40キロメートルの距離にあります。成田国際

空港へは東へ15キロメートル、県庁所在地の千葉市へ

は南西へ20キロメートル、市北部には印旛沼が広がり

ます。 
 佐倉市の市域は、印旛沼の南に広がる台地、傾斜地
からなっており、その間を鹿島川や高崎川、小竹川な
どが流れ、印旛沼に注いでいます。標高30メートル前
後の台地は北から南へ向かうほど高くなります。 
  京成電鉄本線、JR総武本線・成田線が市の東西を
貫き、都心までおよそ60分、成田空港と千葉へはそれ
ぞれ20分です。また市内には新交通システムによる
ユーカリが丘線が運行し、バス路線とともに各駅と住
宅地を結ぶ市民の足となっています。 
 （佐倉市ＨＰより引用） 



佐倉市におけるFMの取り組み 
ファシリティマネジメント（FM）とは 
①事業目的のために使用する敷地・建物などの施設 

②施設の中で働く人の執務環境、利用する人の居住環境等の内部環境 

③施設が立地する近隣地域から地球環境にいたる外部環境 

組織全体に及ぶファシリティを総合的に把握し、 

ライフサイクルでの全体最適を目指す！ 

 →ファシリティマネジメント（ＦＭ） 
     土地、施設、設備やそれらを取り巻く内外の環境であるファシリティを経営資源と 

    とらえ、経営的視点に基づき、コストの最小化や施設効用の最大化を図るための、 

    総合的・長期的視点からファシリティを戦略的かつ適正に管理・活用していくという 

    経営管理手法。 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



市有施設が抱える諸課題（背景） 

  □一元化されたデータの不在 

  □ストック量の多さとその老朽化 

  □厳しい財政状況 

  □所管部署ごとによる分散管理体制 

  □社会情勢の変化 

  □環境問題への対応 

  □防災対策 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



住民1人あたりの公共施設延床面積（参考） 
                           平成２８年度末現在 

行政財産 
建物（㎡） 

普通財産 
建物（㎡） 

住民基本台帳 
登載人口（人） 

住民1人あたりの 
延床面積（㎡/人） 

佐倉市 ３５１，１２９ ４，６６７ １７６，７４４ 2.01 

千葉県市町村計 １５，０６０，１１０ ４０９，３９０ ６，２８３，６０２ 2.46 

日向市 ２７９，４５４ ８，７４３ ６２，７４６ 4.59 

宮崎県市町村計 ５，４４３，５０７ １７２，８２６ １，１１９，５４４ 5.02 

全国市区町村計 ４６６，５５６，６１７ １９，７０２，７７６ １２７，９０７，０８６ 3.80 
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※平成２８年度市町村公共施設状況カード（総務省）をもとに佐倉市資産管理経営室作成 
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「施設管理」から「施設経営」へ これまでの取り組み 
平成１９年 新市長就任によりトップマネジメントの実行 

        佐倉市FM導入検討委員会（関係課長１０名）の設置 

平成２０年 佐倉市FM導入基本方針の策定に着手 

        FM部門の創設（総務部管財課） 

        保全情報システム（BIMMS）の全庁運用開始 

        佐倉市ファシリティマネジメント推進基本方針策定 

        ●インハウスエスコ実施（水道料金削減） △1,300万円/年 

        ●保育園改築事業仮設園舎削減提案 △2,500万円/年 

        ●学校体育館改築事業低床型ステージ提案 △500万円/年 

平成２１年 施設修繕に関しBIMMS活用を全小中学校に通知（教育委員会） 

        ●光熱水費の定期的チェック（インハウスエスコへ） △２００万円/年 

        ●庁用車の共用車化を図る △1,000万円/5年 

        ●インターネット（ヤフー）を活用した公有財産売却システムを導入 

平成２２年 IP電話導入による維持管理コスト削減 

        資産管理経営室発足 16 

平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



平成23年 資産管理経営室 フリーアドレス化 

平成24年 「佐倉市施設白書（平成22年度版）」作成、HP公表 

       ＜教育委員会FM＞ 

       「小中学校における水泳指導に関する基本的な考え方」 

平成25年 佐倉市FM研修（庁内担当者向け） 

       「佐倉市施設白書（平成23年度版）」作成、HP公表 

平成26年 ●高圧電力PPS導入による電気料金の削減 △6,300万円/年 

       「佐倉市施設白書（平成24年度版）」作成、HP公表 

       「平成26年度施設・財産管理担当者説明会」開催 

       「佐倉市施設白書（平成25年度版）」作成、HP公表 

平成27年 「平成27年度施設・財産管理担当者説明会」開催 

       「佐倉市施設白書（平成26年度版）」作成、HP公表 

       佐倉市庁舎耐震補強工事及び設備改修工事完了 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



平成28年 佐倉市立美術館ESCO事業着手 

平成29年 「佐倉市施設白書（平成27年度版）」作成、HP公表 

       「佐倉市公共施設等総合管理計画」作成、HP公表 

       公共施設マネジメントシステム（OCMAX)運用開始 

       「平成29年度施設・財産管理担当者説明会」開催 

平成30年 「佐倉市施設白書（平成28年度版）」作成、HP公表 

       ●PPS導入を低圧電力にも拡大 △900万円/年 

       小中学校・幼稚園空調設備整備事業PFI導入可能性調査完了 

       公共施設包括管理業務委託開始（９１施設１５９事業） 

       「平成30年度施設・財産管理担当者説明会」開催 

       小学校プール・市民プール再編に向けた調査業務委託着手 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



＜各委員の所感＞ 
▶まずは庁内組織の再編から実施すべきで、トップである市長のマネジ
メント力が問われると思った。 

データの見える化・市民への周知・組織のあり方・知恵の出し方・将来
ビジョンの設定等、サスティナブルな自治体運営を目指すのであれば可
及的速やかに本気の取り組みが求められる。 

 

▶住民が真に必要としている施設は何か、改めて考える時期に来ている。
丁寧に意見集約を行った習志野市の取り組みを参考に取り組んでいくこ
とが必要と感じた。習志野市はいち早く、公共施設マネジメントに取り
組む先進自治体である。 

それは首長のトップマネジメント力であり、財政、経営改革、資産管理
など知識・経験豊富な人材を退職後も首長から指名され権限を与えられ
て、公共施設マネジメントの責任者として奮闘している姿勢に感動した。 
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平成30年度 日向市公共施設マネジメントに関する調査特別委員会 行政視察報告 



▶ＦＭ事業というのは、内容自体が分かりにくく、対応策もハード・ソフ
ト両面で多様に存在する。これまでの考え方、やり方の抜本的な改革を伴
うし、かかわっている事業の中止、廃止も避けられない。 

市民からの反発は当然で、それでもなお進めなければならない。分かりに
くい上に、仕事としてもさまざま辛さを伴う。だから、職員の間でもなか
なか理解は広がらない。 

そこで、必要になってくるのが首長、市長の強力なリーダーシップ、トッ
プダウンによる事業推進だ。 

 

▶カルテ作成からの実行までのスピード感が早いと言うこと、各課の計画
策定段階から委員として財政課の職員が加わり、より実行可能な計画が立
てられていることが大きな違いと分かった。 

レベルの違いにショックを受けた。やはりこのような全庁的な取り組みは
職員意識の改革よりも先にトップの実行力、強引さが重要と感じる。 
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▶データを一元的に管理することで、FMの「見える化」を図り、公共施設
の問題改善に取り組んでいる点などは参考にすべきである。 

公共施設再生計画にあたってはスピード感が要求される。また、公共施設
再編を進めるにあたり重要なことは、庁内での縦割り、横割りを廃止し、
トップによるマネジメント体制の強化を図り、あわせて地道な市民との意
見交換がもっとも必要であると認識している。 

小さなことからでもFMによる費用削減を徹底してやっていくことが重要で
あるとの認識を学んだ。 

 

▶公共施設マネジメント推進室だけに全部を任せていくことはできないの
ではないか。推進室が動きやすいと言えば語弊があるかもしれないが、市
長のリーダーシップの下で、ある程度強力に推し進めることのできる権限
を持たせることが必要ではないだろうか。 

その点では市長直属の組織編制だとしても、これからの公共施設マネジメ
ントに立ち向かっていく上で、決して大げさなことではないと思う。 
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ご清聴ありがとうございました 

この資料は、習志野市議会事務局及び佐倉市議会事務局から提供

いただいたものを一部引用しました。 
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